
モノづくりの基盤生かせ

を
促
す
総
合
特
区
に
申
請
ら
に
発
展
す
る
こ
と
を
縦

し
、
［
バ
ー
チ
ャ
ル
・
ワ
む
。

電
気
自
動
車
や
自
然
エ
ネ
と
部
品
工
場
の
縦
の
関
係
題
を
い
く
ら
訴
え
て
も
、
Ｉ
サ
イ
エ
ン
ス
に
力
を
人
に
は
、
大
学
側
も
こ
れ
ま

ル
ギ
ー
の
普
及
を
見
据
だ
け
で
な
く
、
横
や
斜
め
企
業
は
国
内
で
生
き
残
れ
れ
て
い
る
。
日
本
に
は
ま
で
以
上
に
地
域
の
産
業
を

ン
・
カ
ン
パ
ニ
土
と
し
　
角
南
　
県
内
に
は
自
動
え
、
Ｉ
Ｔ
を
導
入
し
た
り
、
の
連
携
を
進
め
れ
ば
、
意
な
い
と
判
断
す
れ
ば
海
外
だ
ま
だ
工
夫
の
余
地
が
あ
意
識
し
て
い
く
必
要
が
あ

！
岡
山
県
が
ま
と
め
た
航
空
機
産
業
や
、
温
暖
な
て
全
体
を
一
つ
の
会
社
に
車
関
連
の
モ
ノ
づ
く
り
の
港
湾
・
物
流
機
能
と
組
み
外
な
強
み
が
浮
か
び
上
が
に
出
て
い
く
。
外
国
の
事
る
。

２
０
１
２
～
1
6
年
度
の
県
気
候
や
卓
越
し
た
栽
培
見
立
て
、
一
体
的
に
再
話

政
全
般
の
中
期
行
動
計
技
術
が
強
み
の
農
業
な
性
化
す
る
方
針
を
示
し

画
「
第
３
次
お
か
や
ま
ど
を
強
化
す
る
方
向
で
意
た
。
こ
う
し
た
動
き
が
さ

夢
づ
く
り
プ
ラ
ン
」
（
仮
見
が
ま
と
ま
っ
た
。
水
島

る

基
盤
が
あ
る
。
次
代
へ
ど
合
わ
せ
る
な
ど
、
「
ス
マ
　
っ
て
く
る
か
も
し
れ
な
例
に
学
び
、
企
架
か
国
内
　
加
計
　
新
産
業
剔
出
に
　
田
尻
地
場
産
業
の
発

う
発
展
さ
せ
て
い
く
か
、
Ｉ
ト
・
シ
テ
ィ
」
構
想
を
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
に
と
ど
ま
れ
る
仕
組
み
づ
向
け
、
大
学
も
商
学
連
携
展
と
い
う
意
味
で
は
、
今

知
恵
の
出
し
ど
こ
ろ
だ
。
作
り
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
　
伊
原
木
　
空
洞
化
の
問
く
り
を
急
ぐ
べ
き
。
カ
ト
を
推
進
し
て
い
る
が
、
ミ
は
販
路
の
拡
大
が
優
先
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ー
政
権
時
代
（
１
９
７
ス
マ
ッ
チ
が
目
立
つ
。
行
れ
る
。
国
内
市
場
は
冷
え

称
）
の
素
案
で
は
「
発
コ
ン
ピ
ナ
ー
ト
の
て
こ
　
弘
島
一
体
的
こ
て
こ
入
れ
ふ
島
７
～
8
1
年
」
の
米
国
は
、
政
に
は
企
業
ニ
ー
ズ
と
切
っ
て
お
り
、
イ
ン
フ
ラ

展
に
つ
な
が
る
産
業
づ
入
れ
は
喫
緊
の
課
題
。
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外
国
製
の
安
価
な
家
電
製
大
学
の
シ
ー
ズ
（
研
究
を
整
備
し
企
業
を
誘
致
す

く
り
】
が
基
本
戦
略
の
Ｉ
　
内
産
業
に
と
っ
て
大
き

つ
。
已
兪
や
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ウ
エ
ー
ト
を
占
め
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ψ
車

競
争
の
激
化
で
国
内
座
が
、
伝
統
的
な
製
造
業
　

ス
マ
ー
ト
・
シ
テ
ィ
で
連
携
角
南

某
の
立
地
が
決
ま
っ
た

品
や
車
が
ど
ん
ど
ん
輸
入
成
果
）
の
橋
渡
し
役
を
る
だ
け
で
は
地
場
企
業
へ

さ
れ
行
き
詰
ま
っ
て
い
た
期
待
し
て
い
る
。
大
学
の
の
波
及
効
果
は
限
ら
れ

が
、
そ
の
後
、
ハ
イ
テ
ク
研
究
の
お
り
方
も
考
え
る
。
県
を
挙
げ
て
、
販
売

っ
て
各
方
面
で
危
機
管
理
る
。
市
民
生
活
や
都
市
計
が
相
次
い
だ
。
特
に
県
中
言
え
る
の
か
。
ハ
ザ
ー
ド
要
が
あ
る
と
感
じ
た
。
東
っ
た
。
「
岡
山
は
安
全
一
　
う
。
防
災
で
は
、
自
己
責
復
興
支
援
に
当
た
っ
て
き

　　Jｺ（順不同）

岡山経済研究所理事長・中国銀行前頭取

　　　　　　　永島旭氏

政策研究大学院大准教授
　　　　　　　角南篤氏

天満屋社長　　　　　　　　　　，
　　　　　　伊原木隆太氏

・吉備国際大副学長

　　　　　　加計勇樹氏

順正学園副理事長

童敷ボーリング機工社長

　　　　　　　　　　　　田尻さや香氏

　　で司会・松田正己山陽新聞社編集局長）

１

１

圃
だ
け
で
な
く
、
経
済
活
北
部
は
地
盤
が
安
定
し
マ
ッ
プ
を
見
直
し
、
災
害
日
本
の
ケ
ー
ス
で
は
、
被

動
に
お
い
て
も
「
防
災
」
　
て
お
り
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ヘ
の
備
え
を
徹
底
し
た
上
災
企
業
が
再
建
に
要
す
る

が
重
要
な
テ
ー
マ
に
な
っ
１
な
ど
の
誘
致
に
大
い
で
、
誘
致
に
当
た
る
べ
き
日
数
は
ま
ち
ま
ち
で
、
規

て
い
る
。

　
永
島
岡
山
は
自
然
災

害
が
少
な
く
、
大
き
な
断

層
も
ほ
と
ん
ど
な
い
。
発

展
戦
略
会
議
で
は
「
リ
ス

ク
分
散
の
観
点
か
ら
、
企

業
は
西
日
本
に
拠
点
を
整

自
己
責
任
の
心
構
え
大
切
端

復
興
活
動
担
う
人
材
育
成
～
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と
ア
ピ
ー
ル
す
る
だ
け
で
任
で
自
分
の
身
を
守
る
た
。
こ
う
し
た
組
織
が

な
く
、
危
機
管
理
の
あ
り
心
構
え
が
大
切
だ
と
思
地
元
に
あ
る
の
は
非
常
に

方
を
指
導
・
助
言
す
る
体
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
心
強
い
。
阪
神
大
震
災
を

　
　
　
　
ド
　
　
　
　
　
　
田
尻
　
大
農
災
の
発
生
は
じ
め
、
多
く
の
災
害
で
、

時
は
米
国
に
出
張
中
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
復
興
の

電
話
や
メ
ー
ル
が
次
々
に
力
に
な
っ
て
き
た
。
日
本

人
っ
て
き
た
。
社
長
不
在
の
誇
り
だ
と
思
う
。
大
勢

で
も
対
応
で
き
る
よ
う
、
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
効

社
内
で
役
割
分
担
を
き
も
果
的
に
活
動
す
る
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
と
し
て
お
け
ば
良
か
っ
調
整
役
が
不
可
欠
。
吉
面

　
制
を
備
え
て
お
け
ば
、
企
た
と
反
省
し
て
い
る
。
今
国
際
大
で
は
社
会
福
祉

氏
業
誘
致
に
も
有
利
に
詣
月
３
日
に
台
風
1
2
号
が
学
科
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

樹
く
。
　
　
　
　
　
　
　
岡
山
県
を
直
撃
し
た
際
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
養

勇
　
伊
原
木
　
日
本
ほ
ど
行
は
、
当
社
周
辺
の
道
路
成
す
る
「
国
際
ボ
ラ
ン

計
政
が
安
全
の
た
め
に
、
が
冠
水
し
た
。
防
災
マ
ニ
テ
ィ
ア
コ
ー
ス
」
を
設
け

力
あ
れ
こ
れ
し
て
く
れ
る
。
ア
ル
の
必
要
性
を
痛
感
て
お
り
、
人
材
育
成
を
通

　
国
は
珍
し
い
。
た
だ
、
そ
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
し
、
社
会
に
貢
献
し
て

れ
に
頼
り
切
石
の
は
、
　
加
計
　
岡
山
に
は
国
際

か
え
っ
て
危
険
だ
。
今
「
三
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ａ

の
震
災
で
は
津
波
で
多
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
本
部
・
岡
山
市
）

い
き
た
い
。

　
　
　
　
（
文
中
敬
称
賂
）
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